
明
治
四
年（
一
八
七
一
）旧
七
月
一
二
日（
八
月
二

七
日
）丹
波
国
桑
田
郡
穴
太
村（
現
・
京
都
府
亀
岡

市
曾
我
部
町
）の
農
業
上
田
吉
松
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
る
。
幼
名
喜
三
郎
。
同
一
六
年
小
学
校
の

代
用
教
員
と
し
て
教
鞭
を
と
る（
一
二
歳
）。三
一

年（
一
八
九
八
）旧
二
月
九
日
か
ら
一
週
間
、郷
里

高
熊
山
で
修
行（
二
六
歳
）。一
〇
月
綾
部
で
出
口

な
お（
大
本
開
祖
）と
会
見
し
、
翌
年
大
本
入
り（
＝
右
上
、
写
真
）。
同
三
三
年
、

な
お
の
末
女
す
み
子（
大
本
二
代
教
主
）と
結
婚
。
四
二
年
雑
誌
「
直
霊
軍
」
創

刊
。
大
正
六
年
機
関
誌
「
神
霊
界
」
創
刊
。
九
年
「
大
正
日
日
新
聞
社
」
経
営
。

一
〇
年
二
月
第
一
次
大
本
事
件
の
た
め
京
都
未
決
監
に
収
容（
四
九
歳
）。六
月
責

付
出
獄
。
一
〇
月
『
霊
界
物
語
』
口
述
開
始
。
大
正
中
期
以
降
、
膨
大
な
教
典

類
を
著
述
し
、
大
本
の
教
義
と
組
織
を
整
え
る
。
一
二
年
国
際
共
通
語
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
採
用
、
中
国
道
院
と
提
携
。
一
三
年
、
綾
部
を
た
ち
蒙
古（
現
・
中
国
北

部
）へ（
五
二
歳
）。
満
蒙
各
地
で
熱
烈
に
迎
え
ら
れ
る
。
一
四
年
世
界
宗
教
連
合

会
を
北
京
で
発
会
。
人
類
愛
善
会
創
立
。
七
月
大
審
院
で
従
来
の
判
決
は
破
棄

さ
れ
、
昭
和
二
年
大
赦
令
に
よ
り
第
一
大
本
事
件
解
消
。
愛
善
主
義
に
よ
る
各

国
精
神
運
動
団
体
と
提
携
。
昭
和
九
年
昭
和
神
聖
会
発
会
、
賛
同
者
一
千
万
運

動
を
展
開
。
一
〇
年
一
二
月
第
二
次
大
本
事
件
勃
発
。
松
江
で
拘
引（
六
四
歳
）。

同
一
一
年
起
訴
。
一
五
年
京
都
地
裁
で
判
決
。
治
安
維
持
法
違
反
お
よ
び
不
敬

罪
と
し
て
無
期
懲
役
を
宣
せ
ら
れ
、
控
訴
。
一
七
年
七
月
控
訴
審
判
決
。
治
安

維
持
法
は
無
罪
。
八
月
妻
す
み
子
ら
と
保
釈
出
獄
し
六
年
八
カ
月
ぶ
り
で
亀
岡

へ
。
楽
焼
制
作
を
始
め
、
制
作
数
は
三
千
を
こ
す
。
二
〇
年
九
月
大
審
院
判
決
。

治
安
維
持
法
違
反
は
無
罪
と
確
定
し
、
翌
一
〇
月
大
赦
令
に
よ
り
不
敬
罪
も
解

消
。
綾
部
・
亀
岡
両
町
か
ら
大
本
聖
地
の
返
還
。
事
件
に
よ
る
損
害
に
対
す
る

国
家
補
償
を
放
棄
。
二
一
年
、
大
本
は
再
発
足
。
二
三
年（
一
九
四
八
）一
月
十
九

日
昇
天
。
享
年
七
六
歳
。
翌
年
、
王
仁
三
郎
作
楽
焼
茶
w
が
「
耀
w
」
と
し
て

一
般
に
紹
介
さ
れ
、
昭
和
四
七
年
に
は
海
外
作
品
展
が
パ
リ
・
セ
ル
ヌ
ス
キ
ー

美
術
館
を
皮
切
り
に
三
年
三
カ
月
、
欧
米
六
カ
国
一
三
会
場
を
巡
る
。
優
れ
た

作
品
を
残
し
た
芸
術
家
と
し
て
も
、
世
界
的
な
脚
光
を
浴
び
た
。
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黄
金
閣
（
言
霊
閣
）〈
第
二
次
大
本
事
件
前
・
綾
部
〉

四
六
版
（
B6
版
）
各
冊
六
〇
〇
余
頁

　『
出
口
王
仁
三
郎
全
集
』
全
八
巻
は

昭
和
九
年
五
月
六
日
、
東
京
の
萬
有
社

か
ら
出
版
さ
れ
た
天
声
社
の
創
業
者
、

出
口
王
仁
三
郎
大
本
教
祖
の
初
の
全
集

で
す
。
当
時
、
下
中
弥
三
郎
氏
（
平
凡

社
創
業
者
）
ら
が
企
画
し
、
大
本
教
団

に
そ
の
出
版
を
懇
請
、
昭
和
十
年
十
二

月
ま
で
に
全
巻
が
完
結
（
第
五
巻
以
降

は
天
声
社
刊
）。
広
く
一
般
に
頒
布
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
全
巻
完
結
後
ま
も

な
く
、
近
代
史
上
類
例
の
な
い
大
宗
教

弾
圧
・
第
二
次
大
本
事
件
が
勃
発
し
、

教
典
な
ど
多
く
の
出
版
物
が
押
収
、
焼

却
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
一
年
、
大
本
は
十
年
に
わ

た
る
弾
圧
か
ら
青
天
白
日
の
教
団
に
か

え
り
、
再
発
足
を
果
た
し
ま
し
た
が
、

事
件
前
に
出
版
さ
れ
た
大
本
書
籍
の
多

く
は
失
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
こ

の
全
集
も
、
今
日
で
は
一
部
の
原
本
を

残
す
の
み
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
王
仁
三
郎
の
論
説
・
随
筆
等
が
多
数

収
録
さ
れ
て
い
る
内
容
か
ら
、
再
刊
を

願
う
教
団
内
外
か
ら
の
要
望
は
強
く
、

今
回
は
そ
の
要
望
に
こ
た
え
る
形
で
復

刻
刊
行
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
平
成
十
年
は
、
王
仁
三
郎
昇

天
（
昭
和
二
十
三
年
）
か
ら
五
十
年
を

迎
え
た
た
め
、
記
念
出
版
と
し
ま
し

た
。

　
巨
人
と
称
さ
れ
、
聖
人
と
た
た
え
ら

れ
つ
つ
も
、
凡
俗
の
風
格
を
も
あ
わ
せ

も
っ
た
王
仁
三
郎
は
、「
人
群
万
類
救

済
」
の
大
道
を
実
践
し
た
大
人
格
者
で

し
た
。
こ
う
し
た
王
仁
三
郎
の
全
貌
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て

容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

残
し
た
膨
大
な
著
述
の
文
言
に
は
、
多

義
の
含
蓄
が
あ
り
ま
す
。
昇
天
後
半
世

紀
を
経
て
も
な
お
「
出
口
王
仁
三
郎
」

を
扱
っ
た
一
般
書
籍
は
あ
と
を
た
ち
ま

せ
ん
が
、
必
ず
し
も
す
べ
て
が
的
を
射

た
記
述
と
は
い
え
な
い
の
も
、
そ
の
あ

た
り
に
一
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

む
し
ろ
今
日
の
興
味
本
位
な
オ
カ
ル
ト

ブ
ー
ム
は
、
王
仁
三
郎
の
有
し
た
霊
的

能
力
に
の
み
関
心
を
集
め
、
皮
相
な
理

解
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
遺
憾
と

す
る
も
の
で
す
。

　
政
治
、
経
済
、
宗
教
、
文
化
、
教
育

…
…
あ
ら
ゆ
る
分
野
が
行
き
づ
ま
り
、

世
紀
末
的
な
様
相
を
呈
す
る
現
代
に

あ
っ
て
、
世
の
指
針
と
な
る
内
容
の
本

質
を
、
こ
の
著
述
か
ら
く
み
と
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
心
よ
り
願
う
も
の
で

す
。


